
散弾銃によるダイナマイ トの銃撃実験

(関知33年2月23日 5tq)

桜 井 或 E.J,1

(E孝子合指韓或仝tt沃土=4)

1.a T

l収に,せ フの捷発慣定は,(l)女免的な力学的,

化斡 )文化が.ある乃向に成長して巨塩的確執二通果す

ろこと, ll)その他 こ也ろ時WaでkJt-現ql.がE現的

な持恥 するわらtf鷲恥 のはらつきに大きく措 す

る瓜が樽耗てある｡そして,このはたまでの丑撃は一

点.=仲逆児 甲的EEZT-セbつていろことに柵 すべきで

あるが･,これは鬼火の旋回となる何々の接す.こついて

必ずしもP:-に毛すること.+_できIIいので.多元約な

発火dI訂彰式Jz含むときの様相.土をわめてヨ拝 とた

ち.そこで.このようJL閃泡を明らか.こするために

は.先づ文童するBi屯の彰文七調弘 こする必首が量じ

て(ち.印 も評言実包から生ずる印々の田子bこ空la

的.喝lm .二から見合ったPJ'雷である.そこで,特に

[句作229靴 こ上るJt合の蛭叫な一つの{-プルとして.

は句.(ここてはBS耳1イナ･7イ ト)セ氏JtLT=考合の

ホE招/fLらべた持果せ鮒 する.

2 実 戦 方 浅

先づ,秤-2!皇fZ トの火弟セi>始し.i3当た袈者

として..Yh'2=月.b77飲評〇三日.E3四書管/_r･使用し
て.却過 去二.ms±2cm9セ柑た 任用Beは.Sh-B

L,ビーター.'コを平帝である.

地相 J_,促q7した急白は.印譜が･上紀の臣を入手し

たことによるもので.特別のt雅.まなかつt_那,行っ

て見ると,改訂のバターソのたわ.射手による逢がた

とんとA.事b'.一つの間Llであり,表敬の徒事的召子

一一二---L1-I-∴十tll､牡̀

を含めて考えLtは.一定の均一な-ター/セもってい

れば良いことh'･わかった｡

射跳 .ま 6mとし.木封のm 拝の鉄損から,憾

限nJ_,1けてbl鮭する｡鮒 か取手ではカナ九は.基

音と壊せ生じてJ._つきりわかろ.この時,那 .三社怪

<5mm,隈さemm.罪t.まILYJiとし*TlT.p-坂に

はりつけ.技■二は空中に恐為し1.:.

バター /は■笹 井 1に-'示す如 くであって.q=怪

12cm FtlにAt詳 (=BC-･30Cf王)の ICC,～'h･入ってお

表 l tX的 (t TZ45mm)に食中するLt争Zt

宗 書中R5r丑(r_) 田 や 書中4t?求､LZ)

･Y-27 JJ-i:3((-9さT.I)

Iヽ
･亙.-
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I)'その分布.三一三は一考-である｡J=- ･̂trt.=lC兄々bf

した枯私 征圧 sSmm のど弥 こ命中する放牙の丑は

Itlのblくであって,こLtから.:宇野 丘e串し,nf

dBEr-,Ttののもと.こそのF草.J_=3凸と見て且い事

が･分る.た.散葬の直径.i二5-2,7mm である.

5 新約ダイナマイ トの実現建具

31･紙薫の含TJlt及び鞘 の淀芹.ニ上る変化

Jt刊'-15T拐1イナマイ トt,モデルとして.純繁の黙

せ貰え.表コ (A)のこうな緊科を作った｡これを.

回 lわ上)･=して,FFさ 討Z71m の鉄転L=はりつけて

kJfすると,(a)の上).こなった｡招兼のJJ'いもの

は 1cc,Q,'措究L,この淫売串 J'(媒発何奴-xL00/

創附政)は,印集の合Tl丘の増大に従って降下する

ことがわかる｡そして.倣難読にttる通常のZJmlは,

このような漣饗の怒盟をしらべるのに適したものであ

ることを知った｡

我2 拭弗の含七生を空えた+}群の包ま(A)

三'JE･こその鼓♯実>始点 (B)y'封は放出にはる

(A)

;三㍍ 鵡 英 六 百 でん哲 研 究

考4 淡TiのJT

ふbの表 3 屯属し1-4台 彰g ム -J{完58(･

一 〇 cc〇c mbE g 首6㌧ x
xcoxー 1- -._ X

ユ△ ×G. xxx x x 2 0

_ d O △･ C

OOOOこで,以惣･実輸 け べて監吊T:･行う事とし

た｡このような称 では.光づ,F鈴の耳).カM l

可.こなると思わtLる･そこで･このFTを 0_･てLらペると,

Ffみ 1mm ~で･三不は , 又は半填て,対 したい一半ifは

倍音はせ一川 ､きた火が見えろ 2Trm で.ま3憎か完はJ mmで恥

さて実はに至,L｡32 発火する部分の推定実虫

こ
の上,に･敬如 1.桝 に当つJL=とさ,一体.桝f

lのとの瓢分11･即Cdとなるかを知るため

に.以上の24戦の残りを虻ってサ代的な蛾

を行った 点刊の熊井で･絵素,5'･

少く遊走のニ ト;7 リー= /う与いと貼こなるここ

がわかった.モこて.ニ トE-.)七 )ソセ丑 も覧悪た (1'の

讃面 (昇の当る訂乱 文.i.労の放ける佳面)･=由る●●

と.m乱 獲瓦 づitの場合でも瑳実するよう･こfLも.すなわ

ち,確発のヨ芋.ま前面にも撞面にも各々あるここが1,かる_そこで･蓬･二,敦盛fL(I_･に水を由った串･･.
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る泊を用いて何様のことを,行 Iと.汚.ミ前百･二由ると

大きな捷発防LL丈']Tを云すが.妓面で.三全くききめが

ないことがま目される-

この,水と泊の背面姓鑑識束なだめるために,一切

改悪 な 0,について行ってb,全件とし'{法莞革は大

であるが,全く同じような性向である｡

このように,閥 .ミ表乱 文は_讃面の称 ･書にある

ことがわかり,又,太と泊の讃面社有敗累の全く対詞

的な善ふ 置件のが I.こ上る発火良書の噸 ･こ一つの

断 J_,与えている｡そこで.こC)瓜 まさらに改みL(控

にTl換粥する｡

4 ニ トログ リセ リンゲル,及びそれにgl々

の粉状物 を含有する時の実験持果

以上で,代難的なBB突ダイナー/イ ナ(所柄諏)の感

産のおよその抹和 かわかったのでJ(ll-a.に用いた

きトロ7.)七 ･)/の九七練 し,又.Glのゲルに戊

蛋,帯石,貞雄等の世妖粉を夫 わ々ウニんだ二成分罪

の抑 こついて宍鼓した.yルはいづ九も.15-50'C
で 1韓㌍芯化したもので,現状鞄の杜糞ふSC-150
ノ ツ l王シー250ノ y-1 1とした｡

ニトフ′.)七 .)ソブF,I.さいづ九も全く控芳したい.'.

故意▲こ大池を入れても同松であった.(いづztも012)

そこで.こLtらのy/･･の内,鼓も蛇榊 の多い L7.

(ニ11t,7リセ1)'/eD,絶紫 】･6)に現状視をねりこん

~亡行った,

先づ,新 王に,'1人Llても捷究しない.25,I.'･こなる

とやや守男するよう.こなり,.;I,.･-SCタ･'カ●鮎 で'さ

ら.=瑛安が均せL三7g-JBl発し好 くIEるo

fFl石の伊詞も全く同じである7{･'浦安よりま感であ

る｡iE姐も現状物としての傾丁軌ま同-であるか忠も鈍

感である｡

これらの現状物Y_,合(け る時の掛 Ldは図2に荒すこ

とくでもろ｡

硝石が･瑞賢に比べ集を艶掛こすることは･覇嗣ダイ

ナマイトと,hyダイナーイ H_,比べても言え,=某句

点.=ついて択べると前約 ダイナマイトは銘,';一七Cガ
の埠男等を示すの.こ労し.㌫yイナマイ トはほとんど

ICC,.'.'用発している.

これらの箱男から見ると,先づi箕し.長芋'ミ監慾にす

ろと患われるが,肝 や鉄石の上).i.反応に-雌 掬

与LFgる鞄耳と企姐のようなものとは舟-.=は為 じら

TLないように患われる.そこで.謀安,構石i8には可

'. ZlppChrlayTeも3ユー ■JLt'のSI達でiJ美したか

ったここな等じてしろ｡-)

Zt6 号It鞍の彰苛Vルlニ

トE'yl)セリ/ .̂ にf-Ll毛賀 16

蕊,< 芸芸書芸 誓 事7=St,Bi&ZTm

γJrqO l読安 lO nZ2 0 -
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図2ニトF･グt)セ')/J/I･との二成分系苑r:

おける粉状物の台村丑のi･:窄悠溌変化

伽
,
全盛には碍実などを,托合わせて行えほ.
発火の

初狩的横間こBJ;して窮策あるこことたちう.
そこで,
可悦<しての性貫もあり,
文
.
大-ん誘

く,
促至上整定すべきと思わzt7..
5tT,Zとして
韓天蓋セ

えちび僻と包合せて行つ'=韓零1_/
つ.
▲正えてお(｡
缶状1抱くして.猷だ
けの鶏舎.三三IT.'と告い
iB発串

で
.
bるが,
遥▲こ,
珪突放75'i多し希も乾類である.
桂等

鉄が常だと策.こ
兼中にあって最b放逐.こする羽
合;三比

頓的柵の少いところにある.
廷芙鉄.ま舵より凄

く.
そのため,こztz)
'･入れだ発火の塩は出来易いとだ

tLされる｡
又
.
可艶としての特性が兵法有;描.こ
蓮し

易い常BLも連票軟の含有JLの少tA:-に
あるであろ)
,
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83 吐*片と辞実の民事とtl冥土のだ化

従って.究火三己指の!.:め.こ必事TLJLbLLこ往事飲まL

あること.まま 七つてモ生した文J古を還育する持Q.こた

ると且t)Ltる,

決に.肺 の請g雅 の括取`は.鼓も1こ示す13

に.捷… が山=Jの白 紙=fZるのLこまして.援吠tわ
の斗加三共.=述t三.こ言化しJtったす田であることb.連

日さttる.こ のFTは,脚 の整.鞘 の讃鼠 31

FXj式の鎧文書.こつして時報すべき共架ある対比であ

る｡たとえは,3ga民放の鞘 誼A.王,ここL=行うC
やttftの 日 , のす-J1-であって,大貫JtのJ8台

l'_,｢汚毎淵 の上うた小顎Jtの店名がL.さらに完全

なは発.こ捗斤する頚 さこその加圧Jの国子が現虫に介

入して来ろ｡従って,諮馳棚 のb]き1托放法は,言わ

は. 1次の感度珊 ,jr氏のほ北による飯紫,恥 ･は

殉ほ桝 は2次の佑里拭鞭とす うことができる.

5 無火抜群の推定実簸

た.こ,那 .こ讃云泊 セIlどこすと.ニトFyyセ

リンに上って 三覧男たbの..l'･枠兄するようになり.汰

天は泊て.上,負旦なものb･銘化される較向h･あること

をC)べた.こC)時.三毛T-･7実片の或りの柿 {行った

のて 4-5実.こ止って.た{･.官に.実鮎 乾を,1し

てためろ.邦 の担虎は,ニトflクリ七y./ゲルT-メ

(脚 はニトZ,〆lJ七1)ソeCに対し 16).脚 >'の

-_策顎である.何ら苅宥恕Ftセ行わないときは,75ガ

' 5kg-ソ1-に.=る不■丘.

｣ _ _
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- 技 芸諾 い 鞘 ,･,
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を 左 目 r妻… 室

のは叉半を荒し,これにSZ古池稚七号〒った事吉男!は.鼓8のように

h:つた.そこで柄 の前面て発火する拓等を J'I,柵 のPg最 二
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がないれ耶雨では出現方法中泉も大きな繰発防J･.劾

1)!セ7111し,7mrqの傾('TJと一致する｡

次に,柵 の内諾における発火親Hlの11無をしらべ

るため.罪科の厚みを 20mm とし.耶軌 撲面に水

匁可を行って 7/12,58,%'の爆発革を柑TC｡

この場合.=ほ,式 (2)に対して.J',及び (I-,)Jl

に粕する戦のJfみ変化に上る常ElLl.bが入るのt.

(PL)N+aP.+I(P,)LI-58 (8)

とた る｡･り+_鮪 内部に発火韓桝が祐 Lてい九は,

1上り大とたり,bI王柵 原丸の相大にもとづ(維面

の発火臨柄の挨粟のため 】より小とたるへきものであ

る｡

モミって,甚 (8)-(2)かもし軍であLtは.('<lセ見

込んで n>Lとたり,紛 ,内部発火の可色巨睦が考え

られる｡鎧が大であJtは b<lセJL込んで札 充分

〃>)であって,確かに内稚発火が増えられる. この

墳合は.隈みな 6mm から 20mm にLt!大すれば 2

倍の(暴発率な示し,充分に内郡発火の鎖隅7-_r･も改めて

良い●

持掃.柵 の前面,内乱 接面,bしくは,捌面一

内蘇,強面の各々克った苑火頓桝が考えられる｡これ

は.強面地理洞の搬 とその軌範の整からも糊 する

ことができる.この柵 は抑 斉のは策であり.九三

硝安を前群するが,泊は帯群しか ､.従って,免租抜,

政一数十#の短時n,.1とはいえ.水の影野の及ぶJlは鞄

より大である.そこで.九bl接面にある的1..7j~効<･.

拍■三効果がな いということは,妓面の焚火現旬にはあ

る取入をbつた7の存在を必変とするが.m軒におい

ては,発火を止めるためのあらかじめ耗化されたPの

砂地 は焦いことを物語っている｡卦 三m表面から内

瓢 二進入するので.哉面の上)に,様舞を防止すろ1=

めあらかじめ銘化された膳の必婆はないのであると.臥

われる｡すなわち,ii雌 を才子ったm両で■上.封は過

大にさいして,東面発火 zoJle円に油をそのai面に附

付した秋田で入って発火防止効果を発mlする｡これは

前顔面ではまJ'eつ的凶手が強いことを/加 していろ｡

これは文.水と誌の前面の一致巣が泊の方が大であり,

油の2)カ'･5LJF効果は水よりすく-TLていると ･う懲故的

なことによっても,聖解き̂ る｡

6 徒事現象のシュ リー レン字A l=よる丸薬

そこ{･.丑境に,力学的鰍 を,ここに行った∬文

ダイナー?イ トと同じ様に和 した舶 教について,敬

群の与える維持をンユリーi,ノR… で牧頼した｡

･…魁1
7

回4 /;Lリーレ/牢rC規形刀汝か

屠l､のヱSL=柵 を吊し,光汐用スパークは柵 の

附 に冠かTt.た規約を敵背が切ることに1つてスタ-

†する｡触芥の並行方向は左から右である｡

耳井21L'_MNTゲル (蜘 岸 8%)品質 36%の

I.のである｡缶づ年来から7枚の放帝をえらんで,批

評坪内の和 をしらべると,A-'-308,0-±dmIsと

なって.一発射の板取 圧のばらつきは,裟井の藍,

及び貯芹Jj丑のはらつきをも含冷た280±20ms上ヴ

b少く.一つの柵 にはほとんと同一通産の覇Iが当る

と見て良い｡

声で宙の前面に葬丸が進入する時と,技面から放ける

ときの凍相には馴らかた塾があって,m両では葬の命

中点から紫が放射状に吹きとはされるのに対して,抜

面は九味を帯びたCF状の灸L=か成長して行く.この前

面の策の吐射過度i+_1折 と3駒のrinで 87m sで.弗

AIに比べ非常に適い.そしてこのIR仙 +_時rHlと炎に耐

滅する.,そLLに対して,横面の粒 状切仙 1 294mIS

(鉄面から 218-11mm の耶)であった｡文,この突

起の光速から空中へ岱撃渡が殺せらTLているか.この

辺皮は突起の先端から3-16mrllの平均として370ITl/

Bである.

この空中匹平だELJ'" 突起死生のJt初の郷 の撫奥引

き母されろものであるか.このような形式のぼや軌 ま

きわめて急速に排表して相 とたるものである｡先

に,群者かぼやを受けた企取姓面の棚 に上って発生

し1=空中師雀荘をmべた結果では,a mn 内.<･1,2

としとの適度抜崇が･あった■). 従って,さらに至it棚

ではもつと高遠の仔であり.これは紺 の炎丘状噴出

速度Lこついても同様のことかいえる｡以上の如く.拭

料伐両から3nlZ一一以降の鞘 迦皮が郵迎とほほ等しい

のであるから,-Elの至近鮭だでは瀞迫を凍槻してし

ろと見て負いであろ う｡ 文.爽丘状噴出の発掘は夢九

の単位よりも大きな曲率半拝せ持っていろことは,明

らかに.現親和鰍 こ弊丸よりも速い過度で損が1秒勤し

たことを示している｡

従って,前面と枝 元とを比べると,密附 子は軽

石の万bL強いことが理軽さTLる｡bちろん.労連を位

下させて行けは,この1～た技面の鎌用dL嗣瀕する弊

逆が･もろ笹であり.さらに商連の内としては,木見等



がだ化ゴム.こついて (..lrTISの小だ労で斯 してい

ち.このような点上り見ると,脈 の託遭虎のfi守屋

ませたなする一二.i" だ筆.こ1ろこLtちか敏文の銘々の

応力法の莞坐影式.こ用する馳 '･大切とIなるこくSIT)

かる.

以上.ませ状tbを合と切合で.この嫌はふ MhTTケ'

ル欄 ,CゝlC ケ'/I-食塊等▲こついても冗挟.=･あっ

た.そこで.ゲル状他罪のみの何として,ChtC一 淡

く1 2)の銭撃を祝祭すると牢茶3の如くとたる.

前面の掠用'iほとんと同じようであるが.伐面の突

掛 gMJは .～-3mlr)哩L9で肋^<光逼せず.さらに

l旭 iGって行くと,粉状物1L含むものは約 15OF･SCC

銃担雄等状に邦放して行くのに対し亡.ゲル状物質で

は明批なIrP戊現収がおり始める.5J!)P)が生ゴムの銃

毛で.ホ過度の砺1g下(looma)E=虫いては.官給tjな

伸び田卵の約3肝も伸びることを示したQ)と弼技の現

敬とELbLtる.

Egみ.=耳輪 エゴ.'.1_/銭車したとさか的なのび間男

800% に対して.同Sのように正やさrLl=とき,のぴ

固く の

は 2.2AL～,..'･eあり,文B点
i:.三もろい形式のと三文を与
ぇる8:宇古が･更生している

ことセ盲己めた.蓮井.._AB

肝.こ現れJ_井伏馳 せゴム

の柿脚 .=よものぴの増

大と考え,温圧文化.=上る

舛 なしらべたが,その考

ぇは自ら石堤している｡準

掛土,この現取は,芯逸庶

甜朱下の花次良性現敏と考

A.る｡この鵜舟Bでは碓井

の怒めている如く珊雀荘が

発生しており.この指炎は

光に卿 が怪柴で役々のta柵 を班やした時の餓印をTa

べた軸史､)と&文 的■こ同一である.

ひるがぇって.今までの梅見を見ると,ニト.=′lJ

セリ./yルは少くも 260-3COm且の弟i!で.三全く接

男せず.むしろ.布状鞄を含むと甥兄するよ).こなる

ことは,このようTrtS和の整.こも用保FLあるので･'-あ

るまいか｡すなわち,まきつ,耶いは9:辛.ここつて反

応の頓が収量するためには,柵 の不考一 言Lこもとつ

く,応力の兵卒F･必7であり,そのため･=は,群 を

受けたは背の力学的拳菰5't,考-な誰伴流隆文上りも･

不卑-TL性格を強く現しT:.言h三.触 .こもろい凍

籍とJALるJITが･発火しか ･⊂思われろ.

11つて.瑳きだの ｢†ヒ卓見だ.こ三えらLl'=g一対7)

iE撃琵｣という定義 こ対して,左嘩 (蛙ZLT)賢治)は

r化学正広をとbなつJ=楼葛の鼓iAの発生｣こ̀も忘Je

す,-Jことができる.Ltそらく,鮎 の師を号TJこ.三一三三

にいくl三くかの地茨宏使う-･あると.巴bTtるか,そttは,

鼓頚の力学.こぶいて,もろい披講の棚 こ粘性.こ1る

若干の時rLnおくttをともない,岨 色生までの持t時

だ.こ穏当する.庄JS占え′′ギーの寄附 r'nとも兄ちrL

る｡そして.-A.煙道が発生すると,積はZEや軒的

な連取免租送達現で.粘性に対妬すべき憎牧捉礎は全

く無P_し柑ろ状応Ir=移行するのであろう.すなわち,

研撃を受けた時から.堵避Bfl飴までのial絹は,そのZrZ

撃条件と,阿料の化学.力学的特性に上って変化する

ので,このri;Ⅰの消息を明らかにすることが.爆発必定

の阿国と冨 )ことができると夙わll.ろ｡

7台 措

S克茅〆イナマイトを敗報 て哉やし.その班党慈

空をLちべた結果.次のこうなことh'L明らか-=なつ

(1) 摂策4を変えた苗安茅のjF蛋1イナマイトJ_I

練 L,この稔 条件,十たゎう.9F迂 コ託三二 m51

日接金串敬弔汝 2-=3出,射喜連 em･はこの上)

なは藁の息莞相 として遠当であること･並IJ･こ･道

淫のこ い27.)セリソの有を 三度変七色虐･こす ること

を知った｡

(2) ill=ダリ七IJ/ゲJ,,実はY,L一骨牲簡吠

鞄の二成分罪は 邪について突熊し,yルのみICは特発

しなかったが,教扶助の増加と共こ故感とたり'さら

に帯状鞄が一定の隈腔をこえて竹加すれI印Fび鈍感と

なることを明らかにした｡これは,粉状肋の相加と共

に一方的に放悠となる仰向を77,した措邸棚 g!と比

べて輿托あることである｡ここにB47Lた粉状物の巾で

は硝石が柴 も敏感ならしめ.托安,食塊の朋であっ

た.

(3) 乾惑な柵 の表面.こニトロ7リセ1)ソ耗セぬ

ると反感となり,又,髭忌な抑 ･こ水･又LA一拍をぬる

とg化する.泉は柿 の前面と漢方に各 埠々男訪Lt戦

果が.あり,汚｡･JiCIで.ま全く赦果brLない.こttらの結

農から,前面.こb技五二も発火訳帯b･あり･茨#･王空

言つ乱 蜂軒ま(鮮 喜子が替 ･ここをfE)iL こ̀'三･

珊 の内缶での尭火b認めろTLる}

(i) 丑銭 こ,緋 のカ城 野こDlた玩五三のE

盤の玩嬢をン.1リー･//中間写井で榔 し,欠当り前

面と妓面の簸持.まきわめて兵り.殊 的囲千･三むしろ
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脈･3?渋rこ上るダイナマイ Iの沙学洪小 1Lf=}

礁臥こ於て掛 ､こと,並びに,yル状的覚と,それに 絶えずIuMt,11'⊂4朋I,喉姪されろ村田他粋士に慮

耕状的な,含L･ときの頗fnの監/ii･明弘 こすることかでき ;lけ る【札 茶拙JEは.側軸32年11月,化学朋(糸ご7協

た｡ 仝連合,杓切即治虫においてR実したものである｡

これらの枯典を通じ.脈 の班や感度 三必-1L=Lも同

一のB!,屯形式で1号頓するものではなく,多元的な形式
文 献

をともないしかもこれらが発火.二相騒するet虫.i.時 1) tii芹或1 き転封 事文江貫の東泉的石究. ホ‡Ⅳ

rll●淋 こ.iJt少在等の班m.こ仰せらLLていることがわか N.

る｡又 まきつ,圧約 等輯JIのq隼形式 .こ.土夫 々 2)7tAE7t' 7trEZjy! 火題字会丘37,l叩く1913)

弟つ:=78棚 I号的な軍韻を持っているため,感度を芯 3)?井淋 方用t5荘25 , =ポ(1956)･

適の珊Fq=Ltから雌 の条件へ.文はその道に狭挿す 4)tE井波州 火泣h 18,三三与(1957)-

る時Ei,恥 のカ年的政文の文化に杓1こ注意を払 う必 5) , 18,308(1957)

繋があることを漁じた｡ 6)M ZIppCr,Zl.I)'rI:xJ)losl､StOffe3/425(】955)

OnSertSlt)､ertCSSOfnプTlamlteforSllJgBOtSIIOtGun

byT Sakura】

ThescnsltlVeTleSSOfdynEITmLeunder

hlghspeedImpactglVenbyshotgunlS

examlned

Thedlameteral】dye】oclLyolslugsare

26mm ar)d280-300m/ら Andthetota一

WeLghtandnumberofslugsare32gand

300gralnSreSpCCtrYely A target､l･hlch

lsmadeofdynamlteOf呈ogwlth15mm

dla lSSuspendedbyathread.andthe

numberofs一ugstohJtltatOneShotlS

2J-30gra)rls

lnthefJrStP)ace,ltLSreCOr】gnlZCdthat

dlnElmLtebeComcsmores(･JISltlVellSthe

reachestoaccrtam l】mztandthenrhc

scrlSltlVenCSS bccomcs tofallagalr)

1Vhcnthesu,fEZCCOfsensltlVetElrgCtlS

covcrcdwILhlVaLcrorollthesellS】tlVC-

neSSfalJstt1aJolVerdegree OnLhLS

occasion,Waterpro(lLICeStheredLIC)ngel･

fe⊂tonbothsldcsofi.1rget,lVhllcoH

sholVSthe(･rfccLatthefrontsurfaceozl))･

S【11JTr)Orebyschl1CreJlphotograph,the

authorobservedthephenome王laOfpcneL･

rat】oz10fs)LlgS】ntOagelatmoustarget

lVhlchlsmadeorir暮.lCtlVeSUbstance

Accor(IJngtOtheresu)tsofthlsobser-

contentofnltroCclluZosedcercases.but vat】onar)atheaboveexperiments,he

purenltrog】ycerlne･gcl(blz)stlnggeはtme) conclu{lcさthatLhc)g71ltZOnatthefrollt

lSLIOtflred surfaccoLtargetLS(luetofrlctlOrいVhue

Howcvcr.lVhenthege)LSmlXedWlth atthebacks】de(luefo】mpactr.lther

thepowderysllbstancesIZCh.lSNH.NO,, thantofrLCLLOr)

KNO,orZtTaCHtshowsanLnCreaSC(ls印Sl- (lTtTiho,1Yt･勺hlCo.rakelo)oPZanL)

いveness uzltLJthe powdery substance
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